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公明党横浜市会議員

今年度、能登半島地震も踏まえ、「新たな地震防災戦略」の策定に向け
て、災害時要援護者支援について、どのように検討を進めていくのか質問
しました。
　市長は、人口規模が大きい等の都市部の特性や、災害時要援護者ごとに
異なる必要な支援等を考慮して、被災者の命と生活を守る対策を今後取り
まとめていくと答弁しました。
　また「防災に女性の視点を取り入れるための取組を更に進めていくべ
き」との質問においては、能登半島地震を踏まえ、女性の視点を取り入れた
拠点の運営方法等を学ぶ研修を、６年度から全ての地域防災拠点の運営委
員長等を対象に実施し、併せて幅広い世代を対象にした、ジェンダーに関す
るワークショップを地域で開催する際にも、防災に女性の視点が取り入れ
られるよう、啓発を強化していくと応じました。
　さらに、自助・共助の取組みを更に進めるために
能登半島地震を踏まえ、令和６年度は、自助として
感震ブレーカーや家具転倒防止器具の設置補助の
拡大、共助として地域防災の担い手育成を目的とし
た「よこはま防災研修」を充実させるなどして、自
助・共助の取組を更に推進していくとの答弁があり
ました。
　質問に加えて誰もが取り残されない防災対策が
確立されることを要望しました。

令和6年 第2回定例会における論戦より令和6年 第2回定例会における論戦より

　公明党が提案し、小児救急電話相談事業から全年齢へと
拡大した「＃７１１９」事業。横浜市でスタートした事業が県域
全体に拡大することの意義について質問しました。
　市長は「本市が県に先駆
けて実現した事業の枠組
みが、県域へと拡大し、広く
県民の皆様の安心につな
がるという点で、大きな意
義を持つ」と応じました。

横浜市救急医療電話相談＃7119のエリア拡大

能登半島地震を踏まえた
 防災・減災対策の強化

●防災に女性の視点を取り入れるための取組み

議案関連質疑

#7119は公明党！
《2024年11月、神奈川全県下で実施へ！》
2004年　横浜市独自の救急電話相談創設を提唱
2006年　小児救急電話相談（いいナース1174）創設
2016年　「小児」から「全年齢」に対象拡大（1月）

24時間対応をスタート（6月）
横浜市救急電話相談▶＃7119へ

2024年　横浜→神奈川全県下へ実施エリアを拡大
安心の制度 年間30万件以上の対応、95％以上

の応答率

または、045-232-7119 年中無休／24時間対応

急な病気やけがで、救急車を
呼ぶか、医療機関を受診する
か迷ったら…

●横浜・公明党発！ 救急電話相談「＃７１１９」が神奈川県全県下で対応可能に●

★電話で相談 #7119

一般質問

女性の視点での防災＆減災トークセッション

　いじめ・不登校対策のための学校体制強化
や子育て支援など、公明党横浜市会議員団
の要望を反映した重要な議案が議決されま
した。
　特に、妊婦健康診査の支援拡大については、
指定都市平均額を大きく下回る横浜の公費負
担を早急に引き上げるよう、市長へ要望書を
提出し、「令和６年度中の出来るだけ早期の実
施に向けてしっかり取り組む」との回答を
得ていました。

補正予算で子育て・教育施策を補強！補正予算で子育て・教育施策を補強！

山中市長へ要望書を提出へ（４月２５日）

●妊婦健康診査の公費負担を拡充し、妊婦の経済負担を軽減
・現状の助成額82,700円（補助券）に加えて＋50,000円を
現金支給

・横浜市内に住民登録があり、令和6年4月1日以降に
妊婦健診を1回以上受診した方を対象

・横浜市子育て応援サイト・アプリからも申請可能に

令和６年  第２回定例会報告

●スクールカウンセラーの配置拡充

スクールカウンセラーの心理面の専門性を活
かして、児童・生徒
が抱える様々な課題
（不登校やいじめ、学
習関連）について、学
校現場での解決のた
めのアドバイス等を
行います。

●教室外登校（校内ハートフル事業）を
全中学校で実施へ

　不登校傾向にある子どもや、在籍する学級に登校
することが難しい子どものために、学校内で「安心し
て過ごせる居場所」と 「個に応じた学び」を提供しま
す。令和２年度にスタートし、今年度は８０校まで拡
充し、来年度中に全校配置を目指すとしていた目標
を前倒しして今年度に全中学校で実施します。

①9月から順次、現状の約１６０名に
＋５３名を追加配置
②市立の中高・高等特別支援学校
への配置日数を倍増

全中学校の146校（+66校）で実施の方向

■いじめ再発防止へ学校体制を強化！

■物価高騰に４万円の減税がスタート

　横浜市は   
妊婦健康診査に+5万円を

支給します。

　  横浜市は   
妊婦健康診査に+5万円を

支給します。

〔納税世帯〕 所得税3万円・住民税1万円
=合計４万円（1人当たり）を減税 ６月開始

定
額
減
税

に
つ
い
て

10月から
申請受付

（市HP）
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■地域での移動手段の確保を■地域での移動手段の確保を
　　京急バスが行う、金沢区能見台エリアでの自動運

転バスの運行や本社からの遠隔監視設備による運

転を体験しました。多様化するニーズに対する、地域

交通の最新の実証実験です。「住宅地から最寄り駅

まで、駅から勤務

先・学校まで」の

ような従来の通

勤・通学輸送に加

えて「地域内での

小さな移動手段」

の実現は喫緊の課

題です。

■使用済み食用油を航空燃料へ■使用済み食用油を航空燃料へ
　　日本航空㈱（JAL）と横浜市の連携協定による事

業として、家庭からの廃食油回収ボックスを市内で

最初に設置したイオンフードスタイル鴨居店を訪問

しました。

 　回収後は、ＳＡＦ（※

持続可能な航空燃

料）を製造します。資

源の有効利用、環

境負荷低減にむけ

ての回収状況や今

後の展開について

確認しました。

■メタバースで、若者の
　生きづらさ解消へ
■メタバースで、若者の
　生きづらさ解消へ
　　横浜市立大学・宮﨑智之教授をお招きし、近年、

増加する不登校をはじめ、離職、引きこもりなどでの

若者の生きづらさが多様化する状況、またメタバー

スを活用した解

消への取り組

みを学びまし

た。「心を大切

にする文化を醸

成したい」とい

う根本的な発

想に深い感銘

を受けました。

■障害児者の歯科医療の課題■障害児者の歯科医療の課題
　　横浜市歯科保険医療センターでは、障害特性によ

り一般歯科での治療が難しい患者を一手に引き受

けています。年間約 9000 人の患者を、市内（中区）

に１カ所で担ってお

り、人口規模に対応し

た拡充が求められま

す。圧倒的に不足する

人材・予算などの深

刻な課題を早期に改

善するよう努めてい

きます。

■病気と闘う子供や家族を支援■病気と闘う子供や家族を支援
　　横浜こどもホスピス『うみとそらのおうち』を訪問

し、田川尚登代表理事よりご案内頂きました。

　　同施設は、生命に関わる病気と闘う子供や家族

を支える施設です。地域コミュニティ型の通所施設

として社会

において大

切な場であ

り、施設の全

国展開が期

待されます。

■差別のない未来を目指して■差別のない未来を目指して■中小企業や
　エッセンシャル
　ワーカーの
　賃上げを！

■中小企業や
　エッセンシャル
　ワーカーの
　賃上げを！
　　５月２３日に、山中市長に「横

浜市から国への要望事項につ

いて」の要望書を提出しました。

　　結果、社会の土台を支える中

小零細企業の賃上げ支援の拡

充をはじめ、保育士、介護士の

賃上げを求める公明提案が盛

り込まれました。

■政策懇談会を実施■政策懇談会を実施
　　６月１２日から１９日の１週間にわたり公明党横浜市会議員団の政策懇談

会を開催し、医療・介護・福祉分野をはじめ、子育て・教育、建築・建

設などの多分野にわたる３８団体の皆さまとの意見交換を行いました。　

　　社会の現場から伺った課題、最前線の

知見を活かして、横浜市の政策の更なる

充実と次年度の予算策定に結びつけら

れるように取り組んでいきます。

政務活動最前線政務活動最前線政務活動最前線

　　京都宇治市にある在日コリアンの集落「ウトロ地

区」にある平和記念館を訪問しました。戦後も、壮絶

な人種差別により、上下水道などの生活インフラも

整備されず日本社会から置き去りにされてきた町で

す。本館へ足を

運んだのは公

明党が初めて

とのことで、人

権と平和から

差別のない未

来を構築してま

いります。
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公明党横浜市会議員団、新しい構成により議会がスタート
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懇談会の風景（横浜市病院協会）

要望書の手交（横浜建設業協会）

介助犬を囲んで談笑（日本介助犬協会）


